[bookmark: _GoBack]ご提案内容：関東大震災から100年。今、私たちができることは

関東大震災は、1923年9月1日に発生し、多くの人命と財産を奪いました。その後、被災地での復興が行われ、多くの人々が再び生活を始めました。
今から100年以上前の出来事であり、現在の生活者にとっては遠い歴史の出来事として語られることが多いかもしれませんが、関東大震災から学ぶことは多くあります。
まず、災害はいつ起こるか分かりません。日本は地震国であり、関東大震災はその代表的な例の一つです。自然災害に対する備えが必要であり、普段から適切な防災対策を行うことが大切です。

関東大震災では、多くの人々が避難所や食料、水などの生活必需品が不足し、苦しい生活を余儀なくされました。現在も災害が発生すると、避難所での生活や生活必需品の不足が問題になります。このようなことから、普段から非常時に備えて、備蓄品の確保や適切な避難場所の確認が必要です。

また、多くの人々が助け合いながら生活していく中で、地域コミュニティの大切さが再認識されました。現在も地域コミュニティは重要であり、防災や災害時の避難行動などでの連携や情報共有が必要です。

以上のように、関東大震災から学ぶことは多くあります。現在の生活者は、普段から防災対策や地域コミュニティの大切さを意識し、災害に備えることが大切なことを企業協賛をいただきながら読者にも伝える企画になります。

告知メディア：中央５紙（全国紙）や各紙のデジタルメニュー
企画体裁：VRを活用し読者に体感してもらう
VR参考イメージ：https://www.youtube.com/watch?v=r9oSBjFK-sU

企画書のイメージは新聞をメインにしVRを活用して読者に災害想定でイメージをしてもらい災害への意識をしてもらう。合わせてデジタルでも展開出来るといいです。
新聞企画のため協賛が必要になります。

